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「花鳥図屏風」米山朴庵　作

内　　時　日

客　　間程
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わ
か
ま
ち
歴
史
濡
訪
、
足
も
と
の
文
化
遺
産
へ
の
請
い

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
留
か
ら
の
お
知
ら
せ

収
蔵
資
料
展
を
開
催
し
ま
す

会
　
期
　
3
月
2
0
日
（
土
）
～
5
月
0
0
日
（
日
）

米
山
朴
庵
（
本
名
　
米
山
登
）
は
、
明
治
元

年
（
1
8
6
4
）
9
月
2
9
日
、
墳
村
（
現
束
桂
）

の
天
野
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
画
号
は
朴
庵
、

停
雲
閥
、
渓
素
軒
、
六
石
堂
。
8
歳
の
と
き

き
し
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
て
い
し
っ
ぎ
げ
い
い
ん

に
米
山
喜
七
の
養
子
と
な
り
、
帝
室
技
芸
員

に
選
ば
れ
た
日
本
画
家
・
滝
和
事
の
門
に
入

り
日
本
画
を
学
び
ま
し
た
。
師
・
和
亭
と
と

も
に
、
千
葉
県
の
野
田
醤
油
醸
造
業
（
現
キ
ッ

コ
ー
マ
ン
株
式
会
社
）
の
茂
木
家
に
身
を
寄
せ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
留
の
収
蔵
品
よ
り
、

ま
す
。

屏
風
絵
な
ど
の
大
作
を
中
心
と
し
た
日
本
画
を
展
示
し

【
展
示
資
料
紹
介
】

近
藤
乾
年
（
本

名
　
近
藤
大
江
）

は
、
明
治
2
6
年

（
1
8
9
3
）
画

と
、
つ
ら
い

家
近
藤
東
乗
の

長
男
と
し
て
大

阪
市
に
生
ま
れ

ま
し
た
。
上
京

し
、
寺
崎
広
葉
に

学
び
ま
し
た
が
、

一
時
京
都
に
移

り
、
大
正
7
年

（
1
9
1
8
）
京
都

市
立
絵
画
専
門

学
校
を
卒
業
し

ま
し
た
。
そ
の

後
、
東
京
に
戻

り
、
広
葉
の
死
後

は
乎
福
百
穂
に

師
事
し
ま
し
た
。

大

正

5

年

ら
、
文
展
・
帝
展
（
帝
国
美
術
院
展
覧
会
）
・
改

組
帝
展
・
新
文
展
と
、
昭
和
1
2
年
（
1
9
3
7
）

ま
で
官
展
（
政
府
主
催
の
美
術
展
覧
会
）
を
中

心
に
作
品
を
発
表
し
、
昭
和
1
3
年
（
1
9
3
8
）

川
崎
小
虎
ら
と
日
本
画
院
を
結
成
し
ま
し
た
。

昭
和
1
9
年
（
1
9
4
4
）
山
梨
県
に
移
住
し
、

昭
和
3
7
年
（
1
9
6
2
）
甲
府
市
の
自
宅
に
愛

宕
山
画
塾
を
設
け
ま
し
た
。
晩
年
は
仏
画
や

墨
絵
を
よ
く
描
き
、
昭
和
3
9
年
（
1
9
6
4
）
か

ら
山
梨
学
院
大
学
教
授
を
務
め
、
昭
和
弱
年

（
1
9
8
4
）
に
そ
の
生
涯
を
と
じ
ま
し
た
。

（
1
9
1
6
）
第
m
回
文
展
（
文
部
省
展
覧
会
）

に
「
曇
り
日
」
が
初
入
選
し
ま
し
た
。
そ
れ
か

開
館
時
同
　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

観
覧
料
一
般
　
　
3
0
0
円
（
2
1
0
円
）

高
・
大
学
生
　
2
0
0
円
（
1
4
0
円
）

※（
休
館
日

間
合
先

小
・
中
学
生
　
1
0
0
円
（
　
　
7
0
円
）

）
内
は
2
0
名
以
上
の
団
体
料
金
で
す
。

毎
週
月
曜
日
、
第
3
火
曜
日
、

祝
日
の
翌
日

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
留

℡
（
4
5
）
8
0
0
8

て
親
交
を
深
め

ま
し
た
。
ま
た

谷
村
の
小
池
家

に

も

出

入

り

し
、
作
品
を
残

し
て
い
ま
す
。

卓
越
し
た
技

術
を
持
ち
、
病

床
の
師
か
ら
作

品
の
完
成
を

託
さ
れ
る
ほ

ど

で

あ

り

ま

し
た
が
、
画
壇

に
お
け
る
勢
力

争
い
な
ど
を
嫌

い
、
展
覧
会
へ

は
一
度
も
出
品

し
ま
せ
ん
で
し

た
。
昭
和
3
年

（
1
9
2
8
）
、

東
京
若
宮
町
の

増
田
誠
美
術
館
企
画
展

『
季
節
の
情
景
！
冬
か
ら
初
夏
へ
』

会
　
期
　
3
月
6
日
（
土
）
～
6
月
1
3
日
（
日
）

会
　
場
　
増
田
誠
美
術
館
（
ふ
る
さ
と
会
館
2
階
）

開
館
時
同
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時
5
0
分

休
館
日
　
月
曜
日
、
第
3
火
曜
日
、

祝
日
の
翌
日

【
作
品
紹
介
】

雪
の
降
り
積
も

る
家
々
の
屋
根
、

灰
色
の
空
と
煙
突

か

ら

た

な

び

く

煙
、
ア
ト
リ
エ
の

窓
か
ら
の
情
景
を

描
い
た
作
品
。

間
合
先
　
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
留
℡
（
坐
8
0
0
8

自
宅
で
生
涯
を
と
じ
ま
し
た
。

※
明
治
2
3
年
（
1
8
9
0
）
か
ら
終
戦
直
後
ま
で
、

宮
内
省
が
運
営
し
て
い
た
美
術
家
・
工
芸
作

家
の
顕
彰
制
度
で
、
文
化
勲
章
や
重
要
無
形

文
化
財
な
ど
の
制
度
の
も
と
と
な
り
ま
し
た
。

エ
ク
セ
ル
入
門

対
象
者
　
市
内
在
住
1
8
歳
以
上
で
キ
ー
ボ
ー
ド
・

マ
ウ
ス
の
使
え
る
方

3
月
7
日
（
日
）

午
前
9
時
3
0
分
～
正
午

午
後
1
時
～
4
時
5
0
分

入
力
、
表
の
作
成
、
書
式
設
定
、
簡

単
な
計
算
な
ど
を
行
い
ま
す
。

定
員
　
1
5
名

参
加
費
　
1
、
0
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

開
館
時
同
　
午
前
9
時
0
0
分
～
午
後
5
時
1
5
分

休
館
日
　
3
月
1
日
（
月
）
、
8
日
（
月
）
、
1
5
日
（
月
）
、

2
1
日
（
日
）
、
2
2
日
（
休
）
、
2
9
日
（
月
）
、
3
1
日
（
水
）

申
込
・
間
合
先

情
報
未
来
館
　
℡
（
4
3
）
1
4
5
2


